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地域医療連携では、各種書類や患者データのやりとりなどが頻繁に行われます。しかしながら、唯一、診療情報
は診療情報提供書として提供されているため、タイムラグ、書類記載・送付の負荷、診療情報の把握（画像ﾃﾞｰﾀ、
検査データなど）状況確認は困難（患者の直接持参が必要）な状況にあります。
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地域医療連携の現状と課題



地域医療連携は

「病院完結型医療」の提供から、患者さまを中心として、地
域全体でより質の高い継続性のある医療を提供する、「地域
完結型医療」の提供を図る仕組みです。
そのためには、診療情報の共有化を図ることが必要となり
ます。

地域医療連携システムは

地域医療連携をＩＴで支える仕組みを構築し、関係機関が
より密接に連携することにより、地域全体で住民の健康と医
療を提供する「地域医療提供体制」の充実と発展を図るシス
テムです。
システム構築の取組みは、全国各地で進められています。



○ 病院と地域医療機関とは、診療情報提供書（紙）による情報
の提供によってのみ連携が図られているのが現状です。

○ 地域医療連携システムの構築には、診療情報や検査機器の
共同利用に伴うCT、MRIや内視鏡、病理などの画像診断情報
の共有化が必要不可欠であり、電子カルテを中心としたシステ
ムの構築が必要です。

○ 当院では、電子カルテシステムの稼動に併せ、診療情報を相
互に活用し、患者さまを当院と地域医療機関が“協働・連携”し
て診療する「地域完結型医療」の実現を目的とする「富山市地域
医療連携システム（たてやま医療連携ネット）」が本年７月から
稼動いたしました。
（平成１８年８月１日現在 接続参加医療機関 ３４医療機関）
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地域医療連携システム構築にあたって

○ 電子カルテを中心に地域医療機関を結ぶ、機密性の高い
ブロードバンドネットワーク（VPN）と万全なセキュリティ機能を
備えた連携の仕組みづくり

○ 生体情報によるカルテ開示同意及び患者の個人認証

今後の課題
○ 富山市医師会との連携、医師会連携システム「診療工房」
との相互接続



〇 電子カルテ参照の対象者

① 当院外来受診後に紹介元医療機関に通院される方

② 当院に入院し、退院後に紹介元医療機関に通院される方

③ 開放型病床へ入院されている患者さま

開放型病床登録医療機関を中心として構築を進めていきたい
と考えています。

○ いずれも、カルテ参照に同意されることが前提です。



① 「診療・検査予約」、「紹介・逆紹介」機能

② 患者紹介に伴う「紹介状作成支援機能」

③ 紹介患者さまの「診療経過状況確認機能」

④ 患者さまの診療情報を参照できる「カルテ・画像診断紹介
機能」

⑤ 個人情報保護を図る万全のセキュリティ機能を備えた機密
メール機能

⑥ 地域連携機関への連絡事項などの「掲示板機能」

地域連携システムの主な機能







今後の計画

○ 富山市医師会との連携に向けた協議
・ システム機能について、地域医療機関のドクターの意見
・ 富山市医師会「診療工房」との相互接続

○ 地域の医療機関で継続して医療を受けていただくためにも、
接続する連携医療機関を増やす。

○ 他の地域医療連携システムとの相互接続


